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研究成果の概要（和文）：園芸的利用価値が高いバンダ系着生ランにおいてゲノムを倍加させた四倍体や多元雑
種の複二倍体が遺伝的に安定する機構を解明した。DNAのメチル化やヒストン修飾によるエピジェネティックな
クロマチン動態をGISH法や免役染色法を用いて、染色体およびDNAレベルで可視化した。四倍体の安定化に関わ
る分子的機構として、動原体の構造が関係していると思われたので、フウラン等のBACライブラリーの作製や動
原体蛋白質の１つであるCENH3を同定することにより、その糸口を得た。

研究成果の概要（英文）：We have elucidated the mechanism of genetic stabilization of tetraploids and
 amphidiploids from inter- and intra-generic hybrids in the subtribe Aeridinae of tribe Vandae which
 is monophyletic, mostly epiphytic and comprises horticultural valued genera including Vanda, 
Neofinetia, Ascocentrum, Rhynchostylis. Epigenetic chromatin dynamics by DNA methylation and histone
 modification were visualized at the chromosome and DNA level using the GISH and immunological 
staining method. As the molecular mechanism involved in the stabilization of tetraploid seems to be 
related to the structure of kinetochores, and as clue to unvovering it has been found by conducting 
the contruction of BAC library such as Neofinetia falcata and the identification of CENH3.

研究分野：分子細胞遺伝学

キーワード： ラン科植物　四倍体　GISH法　動原体　CENH3　メチル化　ヒストンリン酸化抗体　BACライブラリー
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ている。単軸性着生ランであるバンダ系では、
花の青色、芳香、耐寒性などの有用形質を導
入するため属間交雑が頻繁に行われている。
 
（２）
り四倍体が見出され、培養下でのストレスに
よってゲノム単位での倍加が起こることが
知られている。
が高いものが多いが、その原因については不
明のままである。ラン科植物においては、染
色体倍加の
や倍加後のクロマチンのエピジェネティッ
クな変化についての研究はまだない。
 
２．研究の目的
（１）
ンやそ
ジェネティックな変化を調べることで、四倍
体の安定化に関わる分子的機構を解明する。
具体的には、
によるエピジェネティックなクロマチン動
態を
および
 
（２）
をもつラン科雑種植物について、染色体のゲ
ノム構成を明らかにすることは園芸植物の
育種において重要であると述べるとともに、
今なお進化し続けているラン科植物独特の
ゲノム戦略につい
 
３．研
（１）
のために
は多元雑種）と染色体を倍加した
数分裂時の染色体の挙動と
分子細
 
（２）四倍体において、四倍体になった時に
エピジェネティックな変化が起きたかどう
か、既知のヒストン修飾抗体や
ル化シトシン抗体を用いた免疫染色実験を
行う。
 
（３）
染色体の形成を妨げる遺伝的システム
体化)
する。
 
４．研究成果
（１）ラン科植物（バンダ亜連）の四倍体の
作製と収集：コルヒチン処理による四倍体作
製を目指したが、細胞学的な四倍体を得るこ
とできなかったので、育種家や市販されてい
る系統の中から四倍体を細胞遺伝学的に確
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おいて減数分裂の各過程を細胞学的に比較
した。一般的に同質四倍体では、相同染色体
を 4本もつことになるので、四価染色体を形
成するために染色体の均等分配がおこらず、
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偶子を作るのに重要であり、四倍体の遺伝的
な安定に繋がる根拠となった。一方、他種の
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成を行うことがあ
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と考えられる。
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